
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

学校家庭地域合同防災訓練 

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

● 学校が主体となって、ＰＴＡ・町会・交通指導員・大瀬消防団・

草加八潮消防署・市役所職員等と連携し、合同の防災訓練を行っ

ている。 

● 児童・保護者を６つの地区ごとに分け、町会長を中心に防災に関

わる６つの体験活動を行っている。 
 

● 学校・家庭・地域・児童が各立場で、災害時にどう行動をした

らよいか、どう備えたらよいかという防災意識が高まった。 

● 学校・保護者・地域の連携の在り方や役割分担等の確認と、そ

の実際を訓練することで、地域ぐるみの学校安全体制の充実が

図られた。 

● 毎年行っているので、災害のときにどのように行動すればよいか

分かってきた。この体験を通して、自分の身を自分で守らなけれ

ばならないと感じた。 

● 地域の方々の顔と名前を覚えることができた。これからも地域と

のつながりを大切にしたい。 

全学年 ６つの体験活動をローテーションします 


